
′

ゝ _

/ノ′12./
″́ b´ k′ _奉=″″・・〈:″

' .,上通
~タ

デ基今

`~1‐

ギ /´ νヌよ

0
●

て
ヽ
ヽ

爵

ノ

ツ

′

ヽ

‐ヽ・

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
　

、ヽ

、

ヽヽ

．

■ ,
′●■ t

i

・
・

・

                                :

ヽ
¨

Ｆ
”
．





、′_

ザ 勝 葬

“

翡 、 か

“

″ ィ 彗 じ クそ t柔 1殊 、́ど 力
|サ

イ し た 。  ■ .・▼ rヽ  ―・  ―
・

‐‐   ▼  ‐‐  ‐
                                           、1  _  _ .`'.し .

鑑漁タルρ′なヽ ぅ影¢`′争t`子ヽヽ1じ′埼夕́ゼ` 1イゼ千興彎密セ
=

ネ|:揚 ど`っι・ 多押tで も`た外′l ffa々 1`存預手
“

:1て

J:ヽ

`4t多
つⅢ

肴
`籠

んゝ争角々 ■`｀ 尋(↓ tt子■りヽ
`手

ルに

イ)・卜
^ギ

、■孝ダ1` 昴:Kイ詢 .夕ほ曖
n4*L8 修修缶

″デk浮イドt`じし″多.

ホ茅多く1`え:響li
嗜        t,肇  ヽ.

亀ギ ,

(2繍り    や

彎ダすマ ハ 卜ヽヽ警デlFl'摯
:::|::軍

=“
:rF_

イtレン

` ′   '｀                 ■・'´

1移多IHげ :′

`機
1添

孝在t簿 場い|、 しかし
v機のぁr_.争ボiユ ll

さて虜室′

撃多レィ薇t後ブポ1`″壼リ 台

し■■件 Sf 1*tt:,ttrrb
承曜雲7ヾ ぎ紫ら髪し‖
で

'解

:山 、`X爛 ダぎ工llだ。

1フ多山tちウ|じ 獲%考lt″C
11功θ 也ム用レンド■ふ森 _・ 浮ィ1二 多|′ンゲざ夕ιヽゥでιぞ日千ιH‐
′′了4セリンtt軍 1｀

′
Z‖τ

`″
1ヽ 多1・7夕 タ`

切`ンてィ1く 、ィリ411″
`殴

t`多く

l) rrfitrtv)
多

ゲ1 lfレシ
。
こ

ザ
←

おヽ

.,l.ilia" Llto'-e t4
far:44 :

>八カラc
)凛ュヤレン

ヽ

為‖

::

′妥
郵
押
いリ

多
▼`

ヽ_

12ミ 7θ
ィ斗徹 颯 孝乞ti學ι′脅ァぶ ら:人

′
菊ぇ絃 lt

l__.、つlに 七イrだ 千山した  11(同 由鍮ヽ3・ .誕ウ
kl噛モ

ノづ,P).lLゃ 。、て
「 ゲ

、
三
"1催

じ Ll[」じ

'||・

転寡イカ″`↓ιИ
~・

4熟いった′公ヽ山4・だ
'多

しさt腱 じヽ仁`r       ・・
・イス・ぴン`1″94イ〔そ姜、さンヘタl■ 場角■|が

｀
り`ス74曲参ド輸ると

興 ?ヽ作‐ 4ク `夕 1僻,こわ 11“

“

!1

‐つ~―~…Ⅲ ´  ~~~









移晩。タズ4tヾフ各7tttt胃
`レ

ィ滋也与ィ爾
`↓

)レ、ほ′を咸ロン鰭、f者
を聰彰・
福 膨 レ細 ,t理御 t黎翡 翼 一 ―..

F

ん

切り ぅa焼ス r響1し ボ在轟噺′糀存11、 a場静安れb也レ
t輌贅レ街ヤヘ・ 7ちら絶鷲機、しtλ

`14イ
.

なが猛滅僣
“
究ほつ質犠Iぅ lじ協ゲドつ霞移a千こ1も竜ぅゃ、1

わわ`114場が、ム(4´び色夕婚が細者411(ぞ警移鶴均.ビ帯.

li:.躍1段雲 露 増 碑殺 、、4´
鳥幽́ ザ

'Ii′

41滋象わ瀞1%嗜じ、たしれ犠1ヽイしも考1ル ltルう

`索

tじ急
メ

l｀畿供ヽう梵た,衝ぴ゙秘彙像lt′篭っも 4ヽで。
嫡1栄、三治で睦鑑多!粂菱′′.4費 レ尋ルずしよムなハ宙4｀■g●4仏ザイし
じじlな哺 1`毎キめ払々

`も`燎

じ
`つ

タ々スで/4ヾ歓竹こ慮411■

“
。多じt“ 41Fチ。

一 ブヽ嗚44-

身 ,■

‐ヽ .

今暉もなL.環観嗜

彎紳呻

“

噺
`饗

鴻機
“

シ
ち維寺セく。
て,tれ ,

v′ 0

=_■
|ヽ







｀

・ ::

●1■  ‐

夕
‘

＾
■

ノ:ユ _

〔
:8イ A′ 117312

■
―
●
■

′

=・́り′ ～
ヽ

/＼
′

町接 4:了耀:夕:罐 レ.C
1
●́ ■_

絆
`

も ホ

象語 諄
≧プミ _
f髭手Q製塑、_

大辱

魯看メi亀 ≦:〕"率験～薇緩～
1~´ノ‐彰縫季i多:`櫂た

1 ・ fW翼綾

管 ).学緩:棒~ 
・f=げ夕

“
耽1氏・義舜Ll

“

諷久頂l

4守 琴

〈行な1、
`雇 埒て五 好政々

魃象八ph燿′li
アレごつ二″善 1ヽ喧 ここt撃ど動課■ ,多 こt‐

4グ 雀́ r男だ餞ュ鷲 ‐泰 .餞執 分多べ 番二:容ぎ見 α・

■%:誓揚麦孝基擁i2夢
雛m・蒻貯錐夏慎
な●′ノ̀ し

た0'諄ん́々 ′らこノ 々■ッ′′子ιよう

:「,ル争≧ル亀ブiダ リ芽ケ尋.着
I‐

れ二 r'み:榜 。在暮‐1がれ √
‐
きタ

弩 )1,・ 薇・ら′: 二
“

∴ヽ′■・``=
____″

■
人

‥
ニ

:=「っグ ,夕,卜 Jン,A″

11:メLfliで
~rに シ

′ ヽ

―
―
●
１
‐
■
一
■

―
ヽ
‐
―
け

‐

L





′

ヽ 1・′

:~ ず曰レ■ >
多〔条み

lル曰びf:`″第1れ、t`、 ビキド
｀
ヽ t.■ ″fiう

'ユ

ん作、

」尊二喚nl)人ネ.物か白∫::γ J:1象ィ看多毛 ざ争づ、ι√̀J,t・
ぅ

縣

“
^人

に
'ハ

熟改曖lk｀ιL仁 トライルの、ヤ乏 :通・・′

■4■ rt｀ :・ 多多字で
｀
争たんダ

t｀

ιlウ :で感■`タム.ハ

'1■

13

い・ 1`″いlく 詢い1に。 公ヽ Litで もつ多ん』rて 夕ll l`タフて

:弁オ鶴邊1:=ト ニ1へ勇Fく 多んて‐ 4み卜子多″ミれ4/、 /て 4
づイトご

｀
レ薔 t́ご夕蒙 、ど薄 .:‐  く、

父「 `綱:手 、ぜモゲ
^4イ

こル書ヽ・ .」

身 r山 」        ¨

代 rイ、ィ、ギく ハ石 41:」

ケl二い)l亀 ミじtざ :々｀ 幾■・ 峰ヵり■4棄手ニ ユ・ ,■ 〕′K椰1

孝`あ `」

^ハ
4イ(■ :ヽ■ 、筆』デンぃして1亀

・
・3千.4ヾS.′

ぇ!`|■

燦挙 守ダ詢 :・ 1義,う こ1=Л 手:した。

バ
｀
力砲 Q:晨 tう輝キじギ■it

F巧 曖や`・ みだぜ lゞⅢ産)rFt ttHtニケ:・ 貴イ司漿ゼ`
/:ミ寺斗ヾ 墳t4猛盾4嬌ぉl,1ヽ 戯孝力il二 そか,、′場ゎ"
ご`́:輌澪

'7き
実 ti 4´¢ド 存フてし■,魚 夕 警ヽ 、l″ →じ 争″ ル 滝

ムんゼ
・
プロ,口 |`島っ負,lな t´ 像後て1シた:鶴 屯″,′ァ

ノ́毒手争r考■■、爵綺t毛
“
■ゃ、ら マンタヽ′?´ tiプ■」

チ曰ト船
′だ>

づη>
γ

・

＾
―
■







難 lt1 1暉

理∫碧ざ糧峰 t7カ∵:婢ぞ責教髪孝装隻ノ
|′て1換し′摯豹曇

′
手ザ、′γ

':

Q(レ tグ言っ移
“
・ 1じ凛ろ1づ マ

A   ヽ"   、1 _              ・  ′

‖ 引黎々
‐ヾじL移 ヽヽ、ヽ っしネクト くり

｀
ヒ′11          、

煮 碁υれ 手し、熊 さんじ可諧雌 聾ォっtヽ、ι(11易

/竜

デ祐ll

一―― |々
`一

一

亀んゼ芍`づじ′識響tt,4表ニー、各摯
・ゞ′脅争

=′

鋳多:ゥ !影駆′
なれれが:無調警ti3で.■こ奉ぐ疵ニノ〆i幕を亀t:二iグ :~

Q簑毎11111ヽ言_専|で。ぬfftttJ l

農 歌烙r年 し`輝壕ぢゞ鷺tt'習薇ノ・`1ヾt爵 ≒寺費、き、■4霧
`ヽ

f春

づlね  弩γ鳥しt榛■́ぃt｀島t,■,..

Q孝1浩 1、

`■
亀々場争ぎし多球〕ヽマ

∩う7僣髭,tんザf｀こ}長卜Ъりヽヽヽ「alり|ぃ、象.っ て:｀ 考it′も,iF瑶海
■〔11、ゥ雀 t萄、`ふ、、t隼め,

Q4ちlσ,な孝t『1:

A由書理
1｀
幸 ι`んゾ棋ヤな て11も

'ネ

ゲ竜`い́じ
｀
仏緯 |メ峰幾ボ

中つん`

'( 
で七峰島tう,ィっ摯じョ物 挽

`っ爾

`｀

'マ
うイギヤ・1へ 裂4(惣ク

｀
しぬ′〈午:it(1.唯書理り,」′れ、多各。

整
′
４
Ｆ

・

鬱

・

t

ヽ_



嶺与嬌、よtん 教ヽ、受′t妥を導″

島`導係 Jこ 犠、t´‐
IじデFtt t霊峰(種猾奪亀J・壌 初・′ノ

義 4・ 1争ダイム亀多`しはマ
ハ飛1,.ギ梓悽i蜂峰て:lれ ,

翁イ亀勁111クミ室′
`蜂

じt脅 ↑`
繊髪燿づ各ル.

Q ttfぬ鷺tttil多し彰轟ヽ弯
A手,競響等4っし雌麟lltt颯働義 嘱亀tル、ざ極…‐
犠Fをシ争レン等キ́事鶴こ拿鴨tん嵐篠づ

~

・
犠 i進孝婢影 み ,発し拳多つて′罐爾

桑 税電A、多礎ボ婚 こτtt 01ゲ色もに熱

電卜機イ
・
4脅呼議磐蕉ィ:勒`議夢縦ん

´
i募ザ警 /′鍛 it議し・ プ鰤 ん

.」`´
_・

.・ 肇色囁′∵ゞこ魯づゲ機 L争1卜t奪協 ザ 亀́新tt争うスノ考l｀イ〕
i。 .: 罐蹴亀焼寿憾協囃数ttづttitえ唾4=毛者移多し, ′  、

、 ィ . .^       . l j_    ́      ′ _        `~  ヽ. ・       ■    _‐    ・    1        ‐    ‐   ・ '             ′

t、、
｀
 ●て、ヽづ:;:奪ιじし常人`'嗜嗜多嗚て 壌締:五嵐毎l夕んなヤ争ヽ、イを`'メタ多マ

‐-1・ 43.帆串ル`雛
|■ふき箸甕移ulず .=‐ _

｀`

金 じ数 奪tl亀彙げ
｀
難 ・・

ラ藻、ち 囁“ ん t奪、Ltも、、.(ん■ 、、
|ゃ

り

☆じ3tし、・′ヽ〕害ミ寿ヽ数多|ラ

ヽヽつヽf八じ硼じ挽 (セたちt〔_く 繊 I´′ん̀ ttltしん争 が
~一

■ l暮・ilボ勁
熊/れ勺`,メゑ、キtムも、■■奪ヾハ釉｀

ギして,

う。上率:モγをtれし、

`囀
寸仮質 ,ヽtです'J鍼 ヽヽヽハ《11■口考́[ア !

ft(↑ヾゝグヽラ靴太暉
~~ニ

__lイ
ー

Ｉ

ヽ

、










	kobushi_38_0001
	kobushi_38_0002
	kobushi_38_0003
	kobushi_38_0004
	kobushi_38_0005
	kobushi_38_0006
	kobushi_38_0007
	kobushi_38_0008
	kobushi_38_0009
	kobushi_38_0010
	kobushi_38_0011
	kobushi_38_0012
	kobushi_38_0013
	kobushi_38_0014
	kobushi_38_0015
	kobushi_38_0016
	kobushi_38_0017
	kobushi_38_0018
	kobushi_38_0019
	kobushi_38_0020

